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ABSTRACT: This paper introduces the artifacts collectecl by Torii Ryuzo. nO¥¥. stored in the Tokyoじni¥・crsity

¥luseum. The entire group of archaeological artifacts related to Oki1ia¥HI in the museum storage ¥¥・as full;・sun・cyecl 

ancl stucliecl by Asato Shi_iun. Classification ancl clra,¥・ing ¥1・as carried out on the collection No. C-12・12 in欧:o¥・crnber25. 

2003. This collection consists of Chinese ceramics (except for one Okinmrn product). including bo¥¥'I. plate. large dish. 

deep hO¥¥・I ancl jar、datingfrom around the late 1-lth to the early 15th century. This group of material was invcntoriecl 

as "surface collection in Yaeyama?". hut. considering the fieldwork of Torii. it is also possible that these ceramics 

¥1・cre collcctccl unclcr¥¥'atcr adjacent to the Ornono Cusuku. 

1. はじめに

1904年に初めて沖縄を訪れた烏居龍蔵氏は．沖縄本島 • 宮古 ・八重山と精力的に人類学調査を行っ

たこのときに発掘または表採した追物は現在東京大学総合研究博物館に収蔵されている

これらの資料には未発表のものも多数含まれるため．安里嗣淳氏は当該資料についてコンテナの分

類・集計や写具撮影を行い，今後の研究の基礎資料とした（安里1994, 安里他1997).安里氏の調査に

より今日我々は簡易に同博物館が収蔵する沖縄関係考古資料の詳細を知ることが可能となっている．

今回我々が注目した資料は，整理番号がC-12-12と記されたコンアナである．このコンテナには陶

磁器のみが収められているが出自が明らかではなく，安里氏によって 「おそらく鳥居が明治37年に八

屯山諸島を探訪した際に．川平貝塚か大浜のフルスト原追跡等で表採したものではなかろうか」と紹

介されている

2003年11月下旬．機会を得て東京大学総合研究博物館が収蔵するコンテナ番号C-12-12の逍物を観

察することができた短い時間であったが可能な限りの観察と分類 ・実測を行ったため，ここに報

告しておきたい．

2. 遺物紹介

コンテナ番局C-12-12の整理方法としてまず器種による分類を行い．さらに器形による細分類と集

計を行ったそれぞれの細分類については最も特徴的な遣物の実測を行い図示した（時間の制約か

ら見込の印花文などはスケッチで行った）．分類の点数は集計表に．個々の追物の細かい観察事項に

ついては観察表として表にまとめた写真については安里氏らが詳細な撮影を行っている（安里他

1997年）ため．それらと観察表で対応できるようにした

資料は総数69点の陶磁器で，沖縄産陶器の 1点（荒焼．外面に貼付の牡丹？がみられる厨子甕の胴

部か．知花焼との所見あり）を除き，すべて中国産の青磁であった．器種は碗 ・皿 ・盤 ・鉢 ・酒会壺

が確認されたが．碗が54点と全体の約8割を占めている以下にそれぞれの分類概念を述べる．
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碗 (1~ 9) 
A類 ：外反口縁のもの．器形や施釉方法などにより 2種に細分される．

1 釉を全面に施釉した後，外底を蛇の目状に釉剥ぎするもの内底に印花文を施す (1~4).

II 釉を高台外面まで施釉した後，内底を釉剥ぎするもの内底に印花文を施す (5).

B類 ：直ロロ縁のもの．器形や文様などにより 3種に細分される．

1 外面に雷文帯を廻らせるもの．内底に印花文を施す (6).

II 外面に鏑のない蓮弁文を描くもの内底に印花文を施す (7,8). 

Ill 外面に細蓮弁文を描くもの．内底に印花文を施す (9).

皿 (10)

10は口折皿の底部と考えられる資料である内底にスタンプによる文様を施す．

盤 (11~ 14) 
A類 ：鍔縁口縁のもの内面に蓮弁文を描く (11).

B類 ：疸ロ口縁で口縁端部を肥厚させるもの両面に唐草文などを描く (12).

盤底部 ：「臥足」と称される底部形態を呈するもの (13) と高台をもつもの (14) とがある．

鉢 (15)

L5は直目口縁を呈する鉢の口縁部資料である．両而に唐草文などを描く これ以外にも底部の可能

性を持つ資料があるが，今回は盤の底部として扱った

酒会壺 (16)

洒会壺は16に示した 1点のみ確認された外面に牡丹唐草文などを描く．

第 1表 集計（青磁）

悩種 分類
点数

，汁
11 111,;J 底

I 

゜゜
32 32 

A 
II 

゜゜
4 4 

碗 I 

゜
1 5 6 

13 II I 

゜
6 7 

Ill 

゜゜
3 3 

1111 なし

゜゜
2 2 

A I 
位

゜
7 ， 

B 1 

鉢 なし l l 

゜
2 

洒会術 なし I 

゜゜
1 

イ~Iリl なし

゜
2 

゜
2 

総，；I・ 68 ~~-
※沖純産陶器を除く 写真 1 実測風景

3. 結び

以上のように，コンテナ番号C-12-12に収納されている逍物は沖縄産陶器の 1点を除けば 14世紀

後半~15世紀を中心とした青磁のみである． 産地は龍泉窯系のものや福建 ・広東系と思われるものな

ど多岐にわたる器種も型富で保存状態が良く，大形の破片が大半を占める．

ここで，この迎物群の出自について考えてみたい鳥居氏はその報告 「八重山の道跡に就て」其の

四の中（鳥居1926)で御物グスクについて触れている．御物グスクとは湘外貿易の物貨を収めた公倉

で古くは那覇港内の海上に孤立して存在していた創建年代は不明だが文献記録では尚泰久6

(1459)年に金丸が御物城御鎖側官に任ぜられたのが初見であり，時代は遡るが尚金福代 (1450~
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第2表観察一覧（青磁）

番
器種 ・分類 部位 目径 (,"'1,'/らu/• 底径 観察所兄 写真対応表号

索地は灰白色の微粒 f.緑色の釉を両而に施釉後．外底を蛇の目状に
P 185-1() 1 底 6.6 釉剥ぎ 内底に凶線を廻らし．その中に印ii:文 m丹 9)を施す．外

底に焼台が溶沿
右

＇ 

2 底 5.5 
索地は灰色の細粒チ淡灰緑色の釉を両面に施釉後外底を蛇の目状 P 186-20 

に釉剥ぎ．内底に1楊圏線を廻らしその中に印iと文を施す 左
， 
碗/Al

3 底
釉薬を両面に施釉後．外底を蛇のrl状に釉剥ぎ．内底に印花文を施す． P 175-9 5.6 
外底に焼台が溶沿 左

＇ 

底
淡紐灰色の釉を内底から高台内1uiまで施釉. r-村底に問線を廻らし．そ P 187-2] 4 5.2 
の中に印花文を施す 細かい貫人あり 左

如也は橙色の細粒 fで軟'('l. 凶緑灰色の釉をjJ..J底から閲台外而まで施
P 197-3[ 5 碗/All 底 63 釉後内底を円形に釉剥ぎする内底に印花文（蓮）を施す．両面に

気泡がみられる協建瓶？
左

索地は灰白色の微粒子 沿緑灰色の釉を両,ruに施釉後 外底を蛇の11
P 181-15 6 碗/13r 底 S8 状に釉剥ぎ外而にラマ式連弁文を描く. I付底に陰陪l線を廻らしそ

の中に印花文（菊？）を施す
左

素地は灰i'I色の微粒 l乞緑灰色の釉を両而に施釉外面に辿弁文を描 p l?l-5 7 11 17 0 
<. 1J、]面にJ炉・;1文？を描く． -liF 

碗/BII 
索地は1火1・1色の細粒,".陪オリープ灰色の釉を内底から高台内lfiiまで

P l76-IO 8 底 5.8 施釉 外面に蓮弁文を描く．内底に陰1倒線を廻らし．その中に印iも文

（束述文）を施す 両而に沿い貫入あり．
右

， 碗/!3Ill 底
＊地は灰色の微粒 (-_ l:Jく粒色の釉を両面に施釉後．外底を蛇の日状に P 178-12 4.7 
釉剥ぎ．外1/nに細述弁文を描く 内底に印花文（捻花文？）を施す． Ii 1~ 

10 皿 底
緑色の釉を内底から代付まで施釉 Ji、1底に陰問線を廻らし．その中に r 192ー公67 
スタンプによる鳳凰文を施す 外底に焼台が溶行する /i. 

盤/A
索地は灰白色の細粒(-で緻密緑灰色の釉を1,I,j血に施釉 l人)IITIに4;f, P 171 5 11 II 25.0 
櫛による蓮弁文を描く．両血に貫人がみられる． 心L

12 盟/B 索地は白灰色の微粒 fで緻密緑灰色の釉を,.i,j面に）早く施釉両面に P l71-5 11 
r.-lf位文を描く le:」ー

13 底 9.0 
点地は1火橙色の細粒（．．淡緑色の釉を内底から福合内面まで施釉. r'-1 P 193-13 
底に1場圏線を廻らし．その中に印化文（菊？）を施す． ／丘

舟”" 

底 82 緑灰色の釉を内底から高台内曲まで施釉 外底に焼台が溶芥する
P 195-29 14 
左

鉢 ふ地は(1灰色の微粒fで緻密．緑灰色の釉を両而に117-く施釉 Ji!雌Liに PJ?l-5 15 口
唐単文を描く． 左下

糸地はI火白色の微粒チで緻密 濃緑！火色の釉を両面に施釉後 U唇部
16 洒＾ピヰ寮｛ n 19.0 を釉剥ぎ．外面に I~線・牡丹唐帷文を描く内面に石灰が付沿 両面 P 171-4 

に荒い貫人がみられる．

※写真対応表は史料編集室紀要第22号「東京大学総合研究博物館収蔵の沖縄関係考占史料写真一覧」

のページとその写真番号及び位償を対応させたものである。
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第 1図青磁①

- 112-



疇
旦へ

I I 

10 

ヽ
ヽ

11 

13 

14 

□ ~~? 
12 

-~ △ ~~J 
15 

ニC
/

>ロロニ
□

＼
 

／
 

16 

゜
JOcin 

第2図青磁②
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1453)の古絵図には「宝庫」と記されている（東恩納1950).鳥居氏はこの御物グスク付近の海底か

ら青磁を採集し，東京で寺山啓介氏とともに検討した結果15・16世紀の広東青磁と位骰づけた．鳥居

氏がこの中で御物グスク周辺の海底で表採した青磁について触れた理由は，八重山の川平貝塚等で発

掘した迎物群との比較をするためである．

ところが，その遺物が東京大学総合研究博物館で確認されていない．鳥居氏が八重山の川平貝塚等

で発掘した造物は土器 ・石器 ・貝器・石台などで，胄磁がやや上の方から出土したとされている．安

里氏の調べでは，これらの遺物はコンテナ番号C-12-13に収納されていると考えられており，遺物の構

成も鳥居氏の報告と一致する しかし，コンテナ番号C-12-12は前述したように沖縄産陶器を除けば

青磁のみであり，かつ酒会壺というグスクで確認される器種を含むことから，鳥居氏が御物グスク周

辺の海底で表採した遣物群（鳥居1926・1953) という可能性もあるのではなかろうか

現在，御物グスクは那覇軍港敷地内にあり立ち入りが困難となっているが，御物グスク関係逍物は

沖縄県立博物館に収蔵されているこれらは1~0~1~2年にジョージ ·H ・ケア氏によって採集され

たもの（亀井1983) と， 1970年代に琉球陶磁研究会や沖縄県教育庁文化課によって調査された際の遺

物である（新田1977).筆者らが県立博物館にて当該資料を実見した結果，文様や器種組成などに東大

資料との類似点が多くみられた．今後，実院に御物グスク周辺の海底調査を行うことができれば遺

物群を比較検討することでコンテナ番号C-12-12の出自を明確にできると思われる

今回の調査を可能にしたのは安里嗣淳所長の行った詳細な集成の賜物であり，多大な敬意を表した

い．沖縄県宣博物館の仲座久宜氏には御物グスク関係迫物の実見のための便宜を図っていただいた．

また，現地調査が円滑に進んだのは当センターの宮平真由美氏，天久朝海氏の協力によるものである．

最後に，今回の報告では東京大学総合研究博物館長 高橋進教授及び諏訪元教授のご厚意により，所

定の手続きを経て遺物の実測や写真撮影ならびに当センターの紀要への紹介の許可をいただくことが

できた．末尾となりましたが，記して感謝申し上げます．
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